
















 

新生児の死亡率を減少させ,intact surviva1 を増加させるためには,NICU を中

心とした特殊新生児医療施設の設置が必要であるが,同時に地域医療体制の確

立ならびに輸送体制の整備が重要である。石塚らが昭和 50 年 9 月に行った調査

では,新生児医療の地域化ができているところは,84施設のうち5施設(6%)にす

ぎず,入院の申込みに応じて施設から迎えに行くところは 84 施設のうち 7施設

(8%)だけであった。新生児専用の輸送車を保有しているのはわづかに 2施設だ

けであった。このように,新生児の医療体制のうちで,輸送体制の整備はとくに

遅れている分野であるが,新生児を速やかに,且つ安全に NICU に搬送して,早期

治療を開始することは,intact surviva1 の増加に貢献するものと考えられる。 

今回は前年度に引続き,ハイリスク新生児の輸送法と,輸送中に必要な器具と処

置について研究した。 


